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※概要（Summary ）： 

純度 5N の純鉄を酸化させた後にアセチレンによる

浸炭処理を行うと、鉄が還元され炭素が析出する。こ

の析出した炭素は還元鉄マトリックスの中にグラフ

ァイトを形成しながら析出する。一般的に鉄の浸炭過

程では、Fe3C（セメンタイト）の形成以上に炭素が固

溶することはなく、従って炭素の析出もない。この超

高純度鉄を用いた酸化鉄のアセチレン還元は過剰に

炭素が溶け込んでいる可能性があり、今までにバルク

材料を扱う冶金学では観測されていない事実である。

この超高純度鉄で観測される浸炭プロセスと炭素析

出の過程を調べるために、浸炭鉄の断面の高分解能観

察を行った。 

 
※実験（Experimental）： 

利用装置：FIB-SEM 

アセチレンによる還元浸炭処理を施した鉄箔には

多くの粒が成長し、大変に壊れやすい。また、磁性を

持つために、イオン顕微鏡対物レンズでの漏洩磁場に

よる試料保持への影響と同時に、磁性粒子によるレン

ズの汚染も問題になる。試料をプラチナガスデポで保

護し、試料粒子の飛散を防止するとともに、ＦＩＢで

断面加工を施した。 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

図１に断面加工した浸炭鉄の SEM 像を示す。断面

SEM 像から、浸炭鉄内部は SEM 像でのコントラス

トの異なる二つの物質の複合体であることが分かっ

た。EDX による定性分析によりコントラストの明る

い部分は鉄であり、コントラストの暗い部分は炭素で

あることが分かった。浸炭鉄の表面および内部に多量

の炭素が析出しており、酸化還元によってポーラス化

した鉄の細孔に炭素が析出していると考えられる。一

般的に鉄の浸炭過程では、Fe3C（セメンタイト）の形

成以上に炭素が固溶することはなく炭素の析出もな

い。しかし、この超高純度鉄を用いた酸化鉄のアセチ

レン還元では鉄に過剰に炭素が溶け込んでいる可能

性が考えられる。 

 

図１：浸炭鉄断面の SEM 写真 

 
※その他・特記事項（Others）： 

・今後の課題 

本当に鉄に過剰に炭素が溶け込んでいるか、TEM 剥

片サンプルを作り、高分解能観察を行い、浸炭鉄内部

の構造をより詳細に調べたい。 
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